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「サイバネティクス」とは
 ⽣物・機械・社会に共通する知的⾏動の

数理的原理を抽出し、応⽤する学問体系
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物体

⽣物
認識︓⼿と物体
のずれを把握



「サイバネティクス」とは

3

・⽣物でも機械でも、およそ知的な動作には、計測・認識・制御が伴う
・本講義では、その学問体系の最先端の基礎理論と最先端の応⽤を、

計数⼯学科システム情報⼯学コース教員がオムニバス形式で紹介

認識

 ⽣物・機械・社会に共通する知的⾏動の
数理的原理を抽出し、応⽤する学問

物体

認識︓⼿と物体
のずれを把握

⽣物 機械



「我々は，制御と通信の理論の全領域を，それが機械のことでも動物のこと
でも，サイバネティクス(Cybernetics)の名前で呼ぶことに決めた．これは，
ギリシャ語で「舵⼿（船のかじをとる⼈）」を意味する χυβερνήτης から
とったものである．」

Cybernetics, N. Wiener, 1947
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サイバネティクスの現代的・先進的・⾰新的展開︓
⼯学部計数⼯学科
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システム情報⼯学コース
︓物理世界と情報世界を繋ぐ計数⼯学科

システム情報学専攻
パンフレットより引⽤
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システム情報学専攻
パンフレットより引⽤



数理基盤

サイバネティクスの現代的・先進的・⾰新的展開︓
⼯学部計数⼯学科（システム情報⼯学コース）

・計数⼯学科数理⼯学コース科⽬の受講
・数理/システムの指導連携体制

（例︓卒論交換指導）

7

システム情報学専攻
パンフレットより引⽤
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初回は4⽉21⽇ (⽕) 2限 オンライン講義

2020年度 ・ 講義スケジュール



初回は4⽉21⽇ (⽕) 2限 オンライン講義

2020年度 ・ 講義スケジュール
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■各回のオンライン講義の参加⽅法はUTAS及びITS-LMSを参照のこと
■レポートの提出⽅法についてはITS-LMSに掲載の予定である

■対⾯授業解禁となった場合は、講義室は駒場1号館162号室である

■本郷キャンパス研究室⾒学会及び駒場リサーチキャンパス
研究室⾒学会の実施については、未定である。

UTASでアナウンスの予定である

■成績は、出席及び前半部の講義レポート（２件）及び
後半部の講義レポート（２件）によって判定する



⾮線形信号処理系の数理解析と感性定量化
ユーザオリエンテッドな⾳楽情報処理
⾳場の逆問題
⾳場の記録・伝送・再⽣のための信号処理
⾳声合成変換によるコミュニケーション拡張

第6回講義「⾳を解析・合成する信号処理技術」
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第2回講義「⼿術⽀援ロボット」

⼿術⽀援ロボット

⾝体運動⽀援システム

流体システムの計測制御

⼿術⽀援ロボット

歩⾏⽀援ロボット パワー⽀援ロボット 流体リザーバコンピューティング
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逆問題の直接解放
医⽤逆問題への応⽤
⾮破壊検査・防災技術のための計測構造
空中超⾳波⾳場の逆問題的設計による

物理情報システム

配管探傷センサ
脳磁場逆問題

MRIによる癌細胞検出

第11回「⾳による空間機能化」
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触覚インタフェース
触覚・⽣体情報の計測
⾝体動作情報と機械学習

さわれる空中映像

⼆次元通信

視触覚クローン

⾝体動作情報からの
将来動作予測

⼆次元通信タイル

第4回講義「⾝体性とVR／機械学習」
第10回講義「⾮接触での触覚再現とその応⽤」
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ネットワーク化ロボティクスと分散協調制御
認知⾃律システムの学習知能制御
サーバーフィジカル＆ヒューマンシステム

ネットワーク化された
マルチロボットシステム

協調追尾システム 視覚モニタリング
⼈間とマルチロボットのチーム

第3回講義「ネットワーク化された⾃律システムの制御」
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システム制御理論の新領域への展開
（サイバネティクス）
社会システムの制御
量⼦⼒学系の制御 等

制御系解析／設計
マルチエージェントシステムの制御

⼤規模複雑系の制御
モデリング／システム同定

電⼒需給バランス最適化
フィードバック制御による
エンタングルメント⽣成

システムバイオロジー

⼤規模複雑系の制御
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AIフォトニクス – 光を⽤いた意思決定
超⾼速レーザーカオスシステム
瞬時チャネル制御

新しい光システム
アービトレーションフリー・遅延保証光ネットワーク
光を活⽤した⼈⼯データ⽣成

⾃然計算・⾃然知能デザイン
圏論にインスパイアされた新たなシステム理論

光を⽤いた意思決定
双⽅向無線時刻同期を⽤いた

光ネットワーキング

物理セキュリティ

圏論的システムモデリング

第１回講義「光を⽤いた意思決定―圏論的システムデザインに向けて」
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超低消費電⼒VLSIシステム
ノーマリーオフコンピューティング
グラフ処理基盤

コグニティブコンピューティング
AI処理向け演算加速機構

IoT／サイバーフィジカルシステム
センサ〜ネットワーク〜サーバのー体設計

第8回講義「持続可能なコンピューティングへ︓ス
ーパーコンピュータからIoTまで」
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⽣殖補助医療⽤マイクロシステム
オンチップ再⽣医療⼯場
メカノバイオロジーに基づく新規治療技術
ポータブル診断デバイス
膜構造マイクロデバイス

第9回講義「 バイオロボット︓細胞を⾒る．計る．動かす」
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⾃在化技術
⼈とシステムの「⼈機⼀体」
新たな⾝体性の獲得
VR、拡張現実感、ウエアラブル技術、
ロボティクス、テレイグジスタンス
主観的体験の共有・伝達技術

MetalLimbs
Aerial-Biped

Optical camouflage

VRくまモン VR姿勢計測技術 D-Ball

第5回講義「超⼈のレシピ︓
バーチャルリアリティ から⼈間拡張⼯学まで」
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計数⼯学科システム情報⼯学コースの特徴
 数理・物理・情報の基盤をバランスよく習得

 広く対応できる計数⼈を養成。優れた⼈材が⾼く評価されている

 広い分野を実体験する。ソフトもハードも
 「普遍性の計数」が研究開発・イノベーションをリードする

 新たな課題・価値基準を提案し、課題解決能⼒を
習得する。実⾏⼒がつく
 現実は「問題」の顔をしていない

 就職も有利、活躍できる
 多⽅⾯の理解⼒・思考⼒・解決⼒が社会をリード

■数理・物理・情報の⼒を、現実の問題で
活⽤する⼒をつけたい⼈歓迎

■未踏の新領域を開拓したい⼈歓迎
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計数⼯学科

数
理

数理情報⼯学コース

計
測

システム情報⼯学コース

計数⼯学科

物理 数理
情報

数理・物理・情報の観点から、⼯学⼀般で
普遍的に価値のある概念や原理を追求する学科
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システム情報学専攻
パンフレットより引⽤



多数の参加をお待ちしております︕
不明な点は気軽に
お問い合わせください


